
2026.8.6 (木)  　第35回大会（1日目午前）

会場 会場１ 会場２ 会場３

部屋名 7号館　TCUホール 1号館 地下1階 １BL教室 1号館 地下1階 １BM教室

バイオマス　セッション 3-1
反応・変換１

座長　伏見千尋（東京農工大学）

新エネ・水素　セッション 4-1
水素製造

座長　斉間等（広島大学）

10:20 - 10:40

バイオマス　セッション 3-2
反応・変換２

座長　秀野晃大（愛媛大学）

12:00 - 13:00

4-1-2　アンモニウム塩を添加した低蒸気圧液
体アンモニアの電気分解による水素生成
（早稲田大）○土谷多央、吉田啓佑、花田信子

4-1-1　アルカリ水電解における電圧切り替え速
度の逆電流および電極劣化への影響
（広島大）○兒玉翔、望月和博、郭方芹、宮岡裕
樹、市川貴之

3-2-3　Pd担持窒素ドープカーボン触媒による
5-ヒドロキシメチルフルフラールの水素化反応
制御
（群馬大）○水越茉那、佐藤和好、神成尚克

3-1-1　Pt/Y-ゼオライト -Al2O3触媒 を用いた

n-ヘプタデカンの水素化分解反応に及ぼす
Al2O3含有量の影響

（三重大) 鈴木亜久琉、村田航佑、岩崎真歩、橋
本忠範、（東ソー) 陳寧、中尾圭 太、（三重 大)
○石原篤

3-1-2　Pt/ZSM5触媒による水熱状態の植物油
脱酸素分解に対する温度依存性
（東京都市大）○打越彩夏、坂田智優、大森明
音、安斎颯太、オギス モニークジョイス、高津淑
人

3-1-3　ナピアグラス由来バイオチャー担持Ni–
Fe二元金属触媒を用いた各種バイオマスの水
蒸気共ガス化
（弘前大）○ユシャニ アラハクウン、朱莲峰、パト
リヤ・パンピアン、周小文、賈鵬龍、姜 東鎮、阿
布 里提、官 国清

3-2-4　第2世代バイオエタノール製造技術開発
に関する取り組み
（ENEOS）○伊田領二、和才昌史、後藤晃、岨稔
康、牟田口梢栄、劉暁夢

休憩

4-1-4　炭化水素の熱分解特性に基づく水素生
成性能評価とシステム検討
（岐阜大）○桂川泰敬、宮本真、朝原誠、上田
颯、宮坂武志

3-1-4　Ru/CNTペーパーのエタノール, メタノー
ルに対するガス応答特性
（広島大）○松本春輝、張孟莉、松村幸彦

4-1-3　電場印加反応と水素膜分離を組み合わ
せたメタンドライリフォーミング
（岐阜大）○上宮成之、小松隼起、宮本 学、近
江靖則

第35回日本エネルギー学会大会　プログラム

昼休み

10:40 - 11:00

10:00 - 10:20

9:40 - 10:00

9:20 - 9:40

9:00 - 9:20

11:20 - 11:40

11:40 - 12:00

11:00 - 11:20

10:40 - 11:30
新エネルギー・水素分野基調講演
　司会　市川貴之（広島大学）

「水素社会への道：水電解と燃料電池
の現状と課題」
山梨大学　内田 裕之

3-2-1　2-メチルテトラヒドロフランとガンマバレ
ロラクトン溶媒を用いたコハク酸からのガンマブ
チロラクトン生成
（東京農工大）田中涼馬、平野菜奈美、鈴木龍
汰、〇伏見千尋

3-2-2　クレゾール存在下のセルロース水相改
質による再生可能な水素の生成
（東京都市大）〇白川瑛琉、浅海優斗、中野唯
人、劉宇軒、高津淑人



2026.8.6 (木)  　第35回大会（1日目午前）

会場 会場４ 会場５ 会場６

部屋名 1号館 地下1階 １BN教室 1号館 地下1階 １BD教室 1号館 地下1階 １BC教室

10:20 - 10:40

環境対策・リサイクル　セッション 6-1
環境対策・リサイクル

座長　野田玲治（群馬大学）

省エネ・消費者行動　セッション 8-1
省エネルギー技術

座長　貝増 匡俊（神戸女子大学）

12:00 - 13:00

第35回日本エネルギー学会大会　プログラム

昼休み

9:00 - 9:20

9:20 - 9:40

9:40 - 10:00

10:00 - 10:20

11:00 - 11:20

11:20 - 11:40

11:40 - 12:00

10:40 - 11:00

6-1-1　ターコイズ水素製造のためのメタン熱分
解で副生する固体炭素の特性評価と利活用可
能性
（岐阜大）○宮本真、桂川泰敬、渡邊嵩仁、安田
裕文、上田颯、朝原誠、宮坂武志

休憩

8-1-1　磁気相転移に伴うエントロピー変化を用
いたエネルギーハーベスティング温度センサ
（東京大）○清本光、酒井裕香、苷蔗寂樹

8-1-2　RE100 日本に必要な送電線容量と蓄電
容量-基礎的検討
（共生エネルギー社会実装研究所）○堀尾正
靱、(東京農工大)林七音、（産総研）歌川 学、(ス
トラスクライド大)安田 陽

8-1-3　街区建物における熱融通を考慮した熱
源最適運転計画システムの運用改善評価
（清水建設）○北川遼、中村卓司、佐藤和浩、重
盛洸、（九州大）住吉大輔

若手勉強会

「若手研究者によるエネルギー関連技
術の話題提供」
　発表者：平出有吾氏（早稲田大学）
　題目：「水素エネルギー社会における光エ
ネルギーの役割」

6-1-2　タイヤ熱分解油の水素化処理触媒評価
（ENEOS）○小野稜太、富室洋介、岩本里菜、可
児正也

6-1-3　短ギャップ誘電体バリア放電プラズマ反
応器における電極一体型触媒によるCO2 分解

（岐阜大）○中村天彰、義家亮、神原信志



2026.8.6 (木)  　第35回大会（1日目午後）

会場 会場１ 会場２ 会場３

部屋名 7号館　TCUホール 1号館 地下1階 １BL教室 1号館 地下1階 １BM教室

バイオマス　セッション 3-3
反応・変換３

座長　官国清（弘前大学）

新エネ・水素　セッション 4-2
水素キャリア

座長　宮岡裕樹（広島大学）

14:20 - 14:40

バイオマス　セッション 3-4
固体燃料１

座長　小井土賢二（国立環境研究所）

新エネ・水素　セッション 4-3
新エネルギー

座長　岡崎徹（エネ総工研）

16:10 - 16:30  ●2026年度論文賞表彰式

16:40 - 17:40

特別講演
　司会　秋元雅翔（日本大学）

「舶用アンモニア燃料エンジンの開発・
実装と将来展望」
株式会社 IHI　増田 裕

18:00- 19:30

15:00 - 15:20

15:20 - 15:40

第35回日本エネルギー学会大会　プログラム

15:40 - 16:00

3-4-4　半炭化前処理が木材の圧密化に及ぼす
影響
（九州大）○工藤真二、豊田礼規、林潤一郎

4-3-1　自立浮上潮流発電装置の開発 下流水
車は上流水車より下方に配置して発電を増大し
た装置の開発
（エ-ス再生エナジ-研究所）○宇野浩

4-3-2　太陽光発電量予測の高精度化に資する
数値予報と機械学習を用いた日射量予測技術
の開発
（東京ガス）○岡野礼夢、飯野哲平、肥髙邦彦、
久米村秀明、村上礼雄

4-3-3　二段階熱化学サイクルにおけるSrMn系
ペロブスカイト酸化物の熱化学反応性
（新潟大）○平川智也、井上紅、郷右近展之、
（東ソー）岡田拓弥

3-4-3　CHP由来炭化物および模擬炭化物のシ
アン溶出挙動に関する基礎研究
(中部大）○二宮善彦、（富士清空分析センター）
奥田篤史、（Peo-Bio）笹内謙一

13:00 - 13:20

13:20 - 13:40

13:40 - 14:00

14:00 - 14:20

14:40 - 15:00

4-2-1　成形体触媒を用いた電場触媒反応によ
るアンモニア分解
（早稲田大）○南貴翔、秋山広夢、乾敦寛、関根
泰、（日本特殊陶業）中川尚人、池山耕太

3-3-1　リグニンβ–β結合モチーフに由来する
低温PAH生成機構の解析
（京都大）○汪 家琦、南 英治、河本 晴雄

3-3-2　木材ガス化における炭化水素ガス経由
のタール、コーク、スス生成
（京都大）○Meilania Nugraheni、南 英治、 河本
晴雄

3-3-3　異なる雰囲気におけるコロナ放電由来
陰イオンを用いた廃木材およびポリウレタン系
防水材料の熱分解
（京都大）○華恩培、南英治、河本晴雄（岐阜
大）隈部和弘

3-4-1　固体バイオ燃料の国際規格の動向と課
題－(3)日本における国際会議開催と熱生成バ
イオカーボンの規格化を巡る動向
（森林総研）○吉田貴紘

3-4-2　燃焼灰の化学特性理解に基づく高温付
着現象の解析
（産総研）○堀口元規

4-3-4　天然水素解析のための人工かんらん石
の合成と水素生成
（九州大）○橋國克明、竹綱俊祐、佐竹天馬、宮
崎康次

4-2-2　NH3 分解反応におけるRu 系およびNi 系

触媒の反応条件の最適化
（三菱化工機）○永井孝明、猪俣誠、佐野裕二、
井手愛梨、桶谷尚史、森 陶、（岐阜大）神原信
志

4-2-3　ギ酸脱水素化のための固定化触媒の開
発
（日本電気硝子)○冨永卓海、(産総研）櫻井宏
昭、神哲郎、（日本電気硝子)辻口雅人、(産総
研）姫田雄一郎

4-2-4　酢酸水蒸気改質におけるNi-Ruナノ粒子
径と担体構造の最適化
（東京農工大）○陶山直子、シルミナ、銭衛華

交流会
９号館１階食堂（大学構内）



2026.8.6 (木)  　第35回大会（1日目午後）

会場 会場４ 会場５ 会場６

部屋名 1号館 地下1階 １BN教室 1号館 地下1階 １BD教室 1号館 地下1階 １BC教室

天然ガス　セッション 2-1
天然ガスハイドレート

座長　柴田 尚人（産総研）

省エネ・消費者行動　セッション 8-2
省エネルギー・消費者行動
座長　苷蔗寂樹（東京大学）

14:20 - 14:40

天然ガス　セッション 2-2
ハイドレート利用

座長　村岡 道弘（産総研）

燃焼・熱利用　セッション 5-1
燃焼・熱利用

座長　飯島 晃良（日本大学）

18:00- 19:30

第35回日本エネルギー学会大会　プログラム

14:00 - 14:20

13:40 - 14:00

13:20 - 13:40

13:00 - 13:20

15:40 - 16:00

2-2-4　C2対称性を持つ塩化および臭化アルキ

ルアンモニウム塩ハイドレートの生成条件とガス
包蔵性について
（横浜国大）○淺野歩、室町実大

2-1-1　北海道南部・恵山沖で得られた天然ガ
スハイドレートの結晶特性
（北見工大)○八久保晶弘、米谷玲惟、坂上寛
敏、木田真人、小西正朗、南尚嗣、 山下聡

14:10 - 15:00
省エネルギー・消費者行動分野基調講演
　司会　三神彩子（東京ガス）

「省エネ行動を支える『気づき』と熟慮
―自律的な行動を育てる体験デザイン
と教育」
慶応義塾大学　杉浦 淳吉

15:10 - 16:00
エネルギー評価・エネルギー学分野基調講
演
　司会　岡島敬一（筑波大学）

「エネルギー学とエネルギーチェーンと
カーボンエネルギー」
東北大学　山本 博巳

8-2-1　P2P電力市場におけるプロシューマー取
引のエージェントベースモデル分析
（東京科学大）○佐々木優成

8-2-2　省エネ行動の定着化に向けた７箇条の
提案と大学生への実践可能性評価
（東京ガス）○宮本登、三神彩子、（慶應義塾大）
杉浦淳吉

8-2-3　子供への働きかけを通じた家庭系食品
ロス削減行動の促進実証：むろらんフードロスク
エスト
（住環境計画研究所）○小林翼、平山翔、 池田
悠子、（室蘭市）前川元気

13:00 - 13:50
環境リサイクル分野基調講演
　司会　野田玲治（群馬大学）

「資源循環サプライチェーンと事業連携
について」
株式会社ナカダイホールディングス・
サーキュラーパーク九州株式会社　中
台 澄之

5-1-1　エタンを原料としたカーボンブラックの生
成に 反応管の急拡大部が及ぼす影響に関する
実験的検討
（東北大）○鴨志田育哉、松川嘉也、青木秀之、
（旭カーボン）江良康貴、青木崇行

5-1-2　カリウム添加がイルメナイトのケミカル
ルーピング反応性と構造に及ぼす影響
（群馬大）○名越大騎、清水安穏、神成尚克、佐
藤和好

5-1-3　アンモニア分解ガス使用でのSIエンジン
の燃焼特性
（香川大）○奥村幸彦、襟立崇杜、（Will be）牧和
宏、上野山和之，（岐阜大）神原信志

5-1-4　ケミカルルーピング燃焼ポリジェネレー
ション技術におけるカリウム改質イルメナイトに
よるバイオマス燃焼反応性に関する検討
(カーボンフロンティア機構)○齊藤知直、林石
英、（東京科学大）大友順一郎

2-1-2　日本海上越沖の音響観測データに基づ
く 表層型メタンハイドレートの形成・成長・消失モ
デル
（産総研）○浅田美穂、横田俊之

2-1-3　個別要素法と実験比較による海底表層
型メタンハイドレート含有堆積物の力学特性評
価
（産総研）○庄司奈菜、米田純、片桐淳、竹谷
敏、鈴木清史、天満則夫、（秋田大）長縄成実

2-1-4　海洋開発における異分野統合のシナ
ジー効果に関する研究
（東京大）山口紗来、○今野義浩

交流会
９号館１階食堂（大学構内）

2-2-1　二酸化炭素ハイドレートの生成速度に及
ぼす難溶性塩の影響
（大阪大）○八巻良祐、菅原 武、平井隆之、（電
源開発）鳥羽瀬孝臣、（産総研）大島 基、神 裕
介

2-2-2　TBABセミクラスレートハイドレートと炭酸
カルシウム析出を組み合わせた炭素固定型地
盤改良技術の提案
（広島大）○藤本健史、小松美月、畠俊郎、(横
浜国大)室町実大、（富山県立大）宮本泰行

2-2-3　ハイドロゲルから生成するクラスレート
ハイドレートとセミクラスレートハイドレートのガス
吸収特性
（横浜国大）○柳陽菜、室町実大

14:40 - 15:00

15:00 - 15:20

15:20 - 15:40



2026.8.7 (金)  　第35回大会（2日目午前）

会場 会場１ 会場２ 会場３

部屋名 7号館　TCUホール 1号館 地下1階 １BL教室 1号館 地下1階 １BM教室

新エネ・水素　セッション 4-4
CO2回収

座長　神谷憲児（東京農工大学）

（

10:20 - 10:40

12:00 - 13:00

9:40 - 10:00

9:30 - 10:20
バイオマス分野基調講演
　司会　高津淑人（東京都市大学）

「鉄道アセットを活用した環境・社会課
題解決 －東急電鉄のエネルギー戦略
－」
東急　五島 雄一郎

4-4-2　炭酸ナトリウムを用いたCO2キャリアの

開発
（広島大）○久田健太、宮岡裕樹、市川貴之、斉
間等

4-4-3　炭酸水素アンモニウムの熱分解特性
（岐阜大）○野村知穂、神原信志、義家 亮、中
村天彰

4-4-4　大気CO2 をメタンに変換するバイオメタ

ネーションプロセスの低コスト化
（MITS 研究所） ○鈴木高広，（琉球大）鈴木陽
生、（フジワラエナジー）木村理、田中宏和、
（ウォーターエージェンシー）廣島大祐

ポスターセッション
会場７　1号館 1階 １１D教室

第35回日本エネルギー学会大会　プログラム

昼休み

10:00 - 10:20

9:00 - 9:20

9:20 - 9:40

4-4-1　水素ポンピングを活用した電気透析法
による海水からの二酸化炭素分離回収
（北海道大)〇葉聖揮、松島永佳、上田幹人、(東
邦ガス）増田宗一郎、薮下雅崇

10:40 - 12:00



2026.8.7 (金)  　第35回大会（2日目午前）

会場 会場４ 会場５ 会場６

部屋名 1号館 地下1階 １BN教室 1号館 地下1階 １BD教室 1号館 地下1階 １BC教室

天然ガス　セッション 2-3
ハイドレート基礎

座長　小松博幸（新潟大学）

エネルギー学　セッション 7-1
エネルギー評価1

座長　本藤 祐樹（横浜国立大学）

10:20 - 10:40

12:00 - 13:00

ポスターセッション
会場７　1号館 1階 １１D教室

10:40 - 12:00

7-1-3　全国のエネルギーチェーンモデルを用い
た脱炭素技術のコスト評価
（東北大）○笹谷好誠、志村啓紀、山本博巳

7-1-2　EVと蓄電池による系統電力潮流への影
響─関東エリアのノード需給モデル分析―
（東京科学大）○阿部稜大、分山達也

昼休み

第35回日本エネルギー学会大会　プログラム

2-3-1　方向性凝固過程における包接水和物の
成長特性
（青山学院大）○小林幹太、荒井和真、髙村和
希、森本崇志、熊野寛之9:00 - 9:20

7-1-1　成田空港における2030年太陽光発電余
剰電力およびEV充電への余剰活用ポテンシャ
ル
（筑波大）○秋元祐太朗、関口陽太，松本日向、
岡島敬一、（成田国際空港）井上康浩、永井大
地

9:20 - 9:40

2-3-2　一方向凝固法による動的阻害剤30種の
性能ランキング
（産総研）○村岡道弘、山本佳孝、鈴木清史

7-1-4　産業連関分析を用いた廃棄プラスチック
のアップサイクルに伴う付加価値分析の試行
（電中研・横浜国大）○稗貫峻一、（横浜国大）酒
井信介、（東京大）尾下優子、兼松祐一郎、菊池
康紀

2-3-3　局所秩序変数を用いたハイドレートの相
分類と結晶成長過程の分子動力学計算
（工学院大）光松泰志、（産総研）高野芙巳生、
高橋和義、（工学院大）○平塚将起9:40 - 10:00

10:00 - 10:20

2-3-4　ハイドロフルオロカーボンを包接するガ
スハイドレートの構造安定性評価
(産総研)〇竹谷敏、村岡道弘、鈴木清文



2026.8.7 (金)  　第35回大会（2日目午後）

会場 会場１ 会場２ 会場３

部屋名 7号館　TCUホール 1号館 地下1階 １BL教室 1号館 地下1階 １BM教室

バイオマス　セッション 3-5
固体燃料２

座長　工藤真二（九州大学）

新エネ・水素　セッション 4-5
システム等

座長　安井誠（JOGMEC）

バイオマス　セッション 3-6
液体燃料

座長　高津淑人（東京都市大学）

新エネ・水素　セッション 4-6
メタン製造

座長　花田信子（早稲田大学）

16:00 - 16:15 閉会式/ポスター発表賞表彰 閉会式/ポスター発表賞表彰（会場２）

4-5-3　再エネ変動電源による低圧水素製造・
配送・利用システムの実証
（大成建設）○川原正人、立田紘章，（室蘭ガス）吉
田隆光、（産学連携九州）秋葉悦男、（エア・ウォー
ター産業・医療ガス）小笠原尚輝、（北弘電社）私市
建史，（室蘭工大）亀川厚則

13:00 - 13:20

14:00 - 14:20

13:40 - 14:00

3-5-3　木質ペレットの粉じん爆発特性
（横浜国大）○大西優平、熊崎美枝子、（労働安
全衛生総合研究所）崔光石、松永武士

13:20 - 13:40

3-5-2　草本バイオマス灰の溶融挙動に及ぼす
木質樹皮混合の影響
（国立環境研）○小井土賢二、大村成二、（森林
総研）山下香菜

14:30 - 14:50

3-5-1　インドネシアパーム油残渣の温室効果
ガス排出量削減ポテンシャル
（広島大）○松村幸彦、ムハマド・ハキユディン・
ロバニ、張孟莉、（サントモ・リソース）星野瑠海、
（インドネシア国立研究革新庁）ノフィ・シャフティ
カ

4-5-1　グリーンイノベーション基金事業再生可
能エネルギ―環境下での水電解評価技術基盤
構築の成果概要
（産総研）○前田哲彦、小島宏一、長澤兼作、佐
久間雄一、五舛目清剛、津田勇希

4-5-4　メタン・アンモニアの混焼・専焼挙動の解
明
（名古屋大)〇藤岡稜大、(愛知工業大)植木保
昭、（名古屋大)張慧、鄭振傑、出町豊子、成瀬
一郎

4-6-4　IGCCにおけるNH3/石炭メタネーションの

熱力学シミュレーション
（岐阜大）○高山直樹、中村天彰、義家 亮、神
原信志

4-5-2　街区建物におけるオフサイト水素利用シ
ステムの年間運用評価
（清水建設）○瀬川裕太、北川遼、下田英介、棚
町正彦、重盛洸、野崎紘平、（九州大）住吉大輔

4-6-1　【論文賞受賞講演】反応速度解析による
CO2メタネーション反応器温度均一化の検討と

運転特性の推算
（広島大・三菱重工）横山公一、（三菱重工）佐々
木郷紀、清澤正志、（元広島大）佐藤一教、（広
島大）平野知之、荻 崇

4-6-2　再エネ利活用を指向した低温・微加圧下
での プラズマ触媒によるCO2水素化反応の特性

評価
（東京農工大）○神谷憲児、大橋秀伯

4-6-3　ハイブリッド触媒を用いたアンモニアメタ
ネーションに おける担体の粒子サイズと酸塩基
性質の効果
（広島大）○砂本礼志、宮岡裕樹、市川貴之、斉
間等

3-6-2　バイオ燃料と軽油の混合燃料を用いた
排ガス再循環付加小型ディーゼルエンジンにお
ける着火遅れと排ガス特性
（福井工業大）○位田晴良、（無所属）楊雨璇

3-6-3　エタノールを燃料とする２ストロークエン
ジン用のバイオ系エンジンオイルの開発
（福岡大）○宮脇 翔、山本恭大、相田 卓、 重松
幹二、戸髙昌俊

14:10 - 14:30
3-6-1　ダイレクトバイオマス燃料電池による小
規模高効率発電システムの基礎的検討
（電中研）○河瀬誠、中尾吉伸

3-6-4　バイオディーゼル燃料製造における中
和剤としての木酢液および竹酢液の応用―酸化
安定性および悪臭付与の改善―
（福岡大）○山本恭大、宮脇翔、相田 卓、重松
幹二、戸髙昌俊

14:50 - 15:10

15:10 - 15:30

15:30 - 15:50

第35回日本エネルギー学会大会　プログラム



2026.8.7 (金)  　第35回大会（2日目午後）

会場 会場４ 会場５ 会場６

部屋名 1号館 地下1階 １BN教室 1号館 地下1階 １BD教室 1号館 地下1階 １BC教室

石炭・重質油　セッション 1-1
石炭・重質油等

座長　蘆田隆一（京都大学）

エネルギー学　セッション 7-2
エネルギー評価2

座長　稗貫 峻一（電力中央研究所）

天然ガス　セッション 2-4
ガス生成分解

座長　室町実大（横浜国立大学）

エネルギー学　セッション 7-3
エネルギー評価3

座長　秋元 祐太朗（筑波大学）

16:00 - 16:15 閉会式/ポスター発表賞表彰（会場２）

15:10 - 1530
7-3-3　国内メタネーションシステムのライフサイ
クルCO2排出分析

（横浜国大）○齋藤亮、本藤祐樹、森泉由恵

15:30 - 15:50
7-3-4　アンモニア合成用DBDプラズマリアク
ターにおける最適反応ガス供給条件の検討
（岐阜大）○岡田昌幸、小林信介、須網暁、
MASUMBOKO Karisa

1-1-3　遮蔽性能を考慮したTOUGH3 によるCO
₂ハイドレート貯留の数値シミュレーション
（電源開発）○池川洋二郎

13:40 - 14:00

2-4-1　冷却壁面に析出するテトラヒドロフランハ
イドレートの結晶成長挙動
（産総研）○柴田尚人、鈴木清史、天満則夫

2-4-2　鉄触媒を用いたメタン分解反応の誘導
期に関する研究
（広島大）○藤岡裕真、宮岡裕樹、斉間等、市川
貴之

2-4-3　固体電解セルを用いたメタンやエタンの
酸化的変換
（北海道大）○菊地隆司

15:00 - 15:50
天然ガス分野
総合討論

1-1-5　【論文賞受賞講演】ガス化反応モデルの
評価 -速度パラメーターの石炭性状との相関性
および初期熱分解,気相反応,チャーガス化反応
モデルによる逐次計算の有効性-
（電中研）梅本 賢、泰中一樹、池田 敦、梶谷史
朗、（京都大）河瀬元明

14:50 - 15:40
石炭・重質油分野基調講演
　司会　蘆田 隆一（京都大学）

「石炭軟化溶融現象の解明と軟化促進
剤の探索」
北海道大学　坪内 直人

7-2-3　プログラム理論に基づく地域共生型再エ
ネ事業のCSV評価モデルの構築
（東京科学大）○中村健太郎

15:00 - 15:50

14:50 - 15:10
7-3-2　吸着冷凍機および圧縮式冷凍機のライ
フサイクル・エクセルギー評価
（東京農工大）○西村太誠、秋澤淳

14:00 - 14:20

13:20 - 13:40

13:00 - 13:20

7-2-4　木質バイオマスガス化熱電併給の導入
による地域への環境・社会・経済効果
（横浜国大）○鈴木信太朗、本藤祐樹、 森泉由
恵

1-1-4　圧縮成型条件および半炭化バイオマス
の添加が成型コークスのガス化反応性に及ぼす
影響の実験的検討
（東北大）○田村花凜、松川嘉也、青木秀之、
（JFEスチール）永山幹也、（日本製鉄）松尾翔平

14:20 - 14:40

14:40 - 15:00

14:30 - 14:50
7-3-1　露地栽培におけるスマート農業技術導
入に伴うライフサイクル温室効果ガス排出削減
ポテンシャルの分析
（横浜国大）○田口潤、本藤祐樹、森泉由恵

1-1-2　大崎クールジェンプロジェクトの最新取
組－CO2 分離・回収型IGCC の調整能力の向上

に資する技術開発－
(大崎クールジェン)○片岡俊樹、美澄祐志

13:00 - 13:50
天然ガス分野基調講演
　司会　竹谷敏（産総研）

「日本周辺海域における深海底下CO2

地中貯留」
電源開発株式会社　鳥羽瀬 孝臣

1-1-1　再エネ主力時代の石炭火力の復活と課
題
（東京大）○金子祥三

第35回日本エネルギー学会大会　プログラム

7-2-1　ペロブスカイト太陽電池の導入が国内産
業に与える影響
（横浜国立大）○長谷川敬祐、本藤祐樹、森泉
由恵、（産総研）村上拓郎

7-2-2　燃料電池自動車システムの普及による
正味CO2排出のライフサイクル分析

（横浜国大）○内田拓樹、本藤祐樹、森泉由恵



2026.8.7 (金)  　第35回大会（2日目午前）

会場

P-１
石炭・重質油

P-1-01　フーリエ変換イオンサイクロトロン共鳴
質量分析 （FT-ICR MS）を用いた重質炭化水素
の詳細分析
（カーボンニュートラル燃料技術センター、出光
興産)○田中隆三、(日揮)寺谷彰悟、（カーボン
ニュートラル燃料技術センター)鈴木昭雄

P-2-01　塔型装置による ハイドレートスラリー
多段分解・濃縮操作 の検討
（新潟大)○吉原大夢、江連涼友、小松博幸、多
島秀男

P-2-02　垂直スタティックミキサー型反応器に
おけるR32ガスハイドレート生成への物質移動
無次元相関式の適用性
（新潟大)○佐藤龍太、江連涼友、小松博幸、多
島秀男

P-2-03　低分子アンモニウム塩によるメタンハ
イドレート生成阻害特性
（横浜国大）○伊賀敷瑛里、淺野歩、（産総研）
竹谷敏、鈴木清史、天満則夫、（横浜国大）室町
実大

P-2-04　CO2吸収アミンハイドレートの分析およ
びCO2分離プロセスの検討
（横浜国大）○大塚理沙、（北見工大）木田真
人、（産総研）竹谷敏、鈴木清史、天満則夫、長
尾二郎、神裕介、（横浜国大）室町実大

P-2-05　PVA 添加系における T BAB セミクラ
スレートハイドレートのCO2 吸収挙動の圧力依
存性
（新潟大)○佐々木悠楽、江連涼友、小松博幸、
多島秀男

P-3-01　酸素前酸化と熱分解温度が酸素-水
蒸気二段階バイオマスガス化における合成ガス
の組成と工ネルギ一効率に及ぼす影響
（弘前大）○周小文、朱蓮峰、Yushani
Alahakoon、馬子暁、Francesco Thadeo、阿布里
提、官国清

P-3-02　バイオオイル改質用コアシェル型
HZSM-5@LDH由来混合金属酸化物触媒の設計
（弘前大）○張志華、賈鵬龍、パッテヤ パンピア
ン、周小文、周文佳、申寳芸、阿布里提、官国
清

P-3-03　水熱状態でのPt/アルミナ触媒による
菜種油の脱酸素分解に対する塩基性物質の添
加効果
（東京都市大）○大森明音、打越彩香、坂田智
優、安齋颯太、モニークジョイスオギス、高津淑
人

P-3-04　担持Ni触媒によるクレゾール存在下の
グルコース水相改質
（東京都市大）○佐野悠真、佐藤優吉、王義榕、
高津淑人

P-3-05　グルコースの水相改質に対する共存リ
グニンモデル物質の影響
（東京都市大）○劉宇軒、浅海優斗、中野唯人、
白川瑛琉、高津淑人

P-3-06　担持Ni触媒によるクレゾール存在下の
グルコース水相改質に対する担体塩基性の影
響
（東京都市大）○王義榕、佐藤優吉、佐野悠真、
高津淑人

P-3-07　米油由来バイオディーゼルにおける温
度スイングを用いたウィンタリゼーション工程の
効率化
（新潟大)○佐藤夕翔、多島秀男

P-3-08　リグニン由来芳香族アルデヒドの抽出
挙動に及ぼすCO₂-エタノール-水系の溶媒特性
の影響
（新潟大）○菅原浩太郎、江連涼友、小松博幸、
多島秀男

P-3-09　木質バイオマスの酸素富化条件下に
おけるATRガス化
(岐阜大)〇鈴木絃太郎、加賀貴美子、神原信
志、中村天彰、義家亮

P-3-10　バイオマス熱分解時の生成物の質量
収率、元素組成および発熱量の予測
（信州大）○岡本日向子、嶋田五百里、 長田光
正、福長博、 髙橋伸英

P-3-11　高圧CO2-エタノール系の半回分式反
応プロセスにおけるリグニン分解物の評価
（新潟大）○清水陽司、江連涼友、小松博幸、
多島秀男

P-3-12　硝化菌を利用した微生物燃料電池に
よるアンモニア除去および発電を統合したアク
アポニックスシステムの開発
（日本大）○目黒泰雅、高谷誠、北畠健二、内ケ
崎万蔵

P-3-13　タール回収による高収率炭化物燃料
製造に適したバイオマス種とタール回収条件の
検討
（信州大）○伊達悠喜、嶋田五百里、長田光正、
福長博、髙橋伸英

P-3-14　低温塩素揮発法を利用したバイオマス
灰/PVC からの脱塩燃料生成及びKCl 回収
（山口大）○原陸人、田之上健一郎

P-3-15　温泉施設のカーボンニュートラル化に
関する検討－岩手県花巻市を事例として－
（富士大）○海邉健二、李一帆、遠藤元治

P-3-16　バイオマス熱分解によける共供給物添
加によるBTX生成向上と相乗効果の評価
（新潟大）○酒井康佑、李留云、清水忠明、三輪
創

P-3-17　Ru/CNT触媒を用いた超臨界水反応プ
ロセスの高効率化
（広島大）〇青山華瑠、児玉瑞希、張孟莉、松村
幸彦

P-3-18　木材パルプ成分の熱分解相互作用の
解析とDTGによるセルロース純度評価
（愛媛大）○秀野晃大

P-3-19　CNT添加による牡蠣殻由来CaOの反
応特性および熱輸送特性の向上
（広島大）○坂本龍大、長田和之、張孟莉、松村
幸彦
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天然ガス

P-3
バイオマス

ポスター発表賞対象
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P-4-01　Cr, Sb共ドープSrTiO3光触媒を用いた
ベンジルアルコールの可視光選択酸化反応
（東京都市大）○杉浦美森、奥中さゆり

P-4-02　金属化合物担持酸化物光触媒を用い
た可視光照射下におけるベンジルアルコールの
酸化反応
（東京都市大）○斉藤日和、奥中さゆり

P-4-03　自立型アンモニア改質反応器の熱流
体シミュレーション
（岐阜大）○髙橋瑛太、中村天彰、義家 亮、神
原信志

P-4-04　大気圧プラズマによるメタンからメタ
ノール合成
（岐阜大）○宮川真人、中村天彰、義家 亮、神
原信志

P-4-05　メタンのプラズマ分解・水素生成過程
において生成されたPAH の質量分析
(日本大）○吉田向希、髙橋栄一

P-4-06　太陽光発電余剰電力を活用した水素
によるe-メタン製造装置の構築
（広島大）○岡村菜花、岡村幸壽、 望月和博、
（ハイドロラボ）市川友之

P-4-07　Na-Redox熱化学水素製造サイクルに
おける酸素生成反応特性評価
（広島大）○富村亮天、市川貴之、宮岡裕樹、
（中国電力）松村栄郎

P-4-08　高圧水素化条件下におけるAl-Co合
金水素化物の探索
（広島大)○ Sonu Gora、宮岡裕樹、市川貴之、
中平夕貴、（量子科学技術研究開発機構)内海
伶那、齋藤寛之

P-5
燃焼・熱利用

P-5-01　球状火炎法によるCO₂混合燃料の層
流燃焼速度および火炎伸長特性の評価
（日本大）○川端海斗、髙橋栄一

P-5-02　二元機能触媒を用いた合成ガスの連
続生成プロセスへの移動層反応器の適用可能
性
（産術研）○小野祐耶、徳田真樹子、宮崎眞太、
笹山知嶺、高坂文彦、（鶴岡高専）倉本浩司

P-5-03　酸化劣化および食品成分の混入によ
るフライ油の引火点変動
（福岡大）○戸髙昌俊、松本花奈、相田 卓、重
松幹二

P-６
環境対策・リサイク

ル

P-6-01　CO不均化触媒反応を利用したCO2の
固体炭素化および炭素の農業利用検討
（早稲田大）○五十嵐駿一、増田拓海、佐藤将
希、廣澤慶文、和泉有祐、白石航、関根泰

P-6-02　東日本大震災前後の福島県内の市町
別メタン排出量と大気汚染常時監視炭化水素自
動測定機によるメタン濃度の経年変化
（福島県環境創造センター）蛭田真史、根本航

P-7
エネルギー評価・

エネルギー学

P-7-01　2050年カーボンニュートラルに向けた
世界の帯水層 CO2貯留のポテンシャル推計及
び最適導入量評価
（早稲田大) ○齊藤成志、大槻貴司

P-7-02　日本の国内航空部門における脱炭素
技術の導入可能性評価
（早稲田大）○加宅田真裕、大槻貴司

P-8
省エネルギー・消

費者行動

P-8-01　太陽光発電を搭載したモビリティ機器
のフリート管理システムの開発と評価～ディー
ゼルトラックを例として～
（早稲田大）○江野彩雅、岡村音乙、相川大樹、
小野田弘士

P-4
新エネルギー・
水素エネルギー




